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　基礎教育実験棟は 1・2 年生の実験系
授業を行う施設として 1994 年に竣工し、
今年度で 22 年目を迎えました。地上 4
階（一部 5 階）地下 1 階の実験棟内には、
ガラス器具や顕微鏡などの基本的な実験
器具・観察装置は言うに及ばず、電子顕
微鏡や高度な分光分析装置、電磁遮蔽さ
れた暗室などの高レベルの実験・実習に
も対応できる設備が整備されています。
自然科学に関する実験・実習を主体とし
て、毎年 1350 人程度がこの施設で受講
しています。受講生の多くは理科系学部
に所属していますが、文科系学部の学生

を対象とした実習もあります。初めて白
衣を着たという学生も毎年おり、それぞ
れに自然科学の面白さや美しさを体験し
ています。また、充実した施設を利用し
て、SSH（スーパーサイエンスハイスクー
ル）事業のための体験授業、子供たちの
ための実験教室や一般の人のための研修
等のイベントにも利用されています。そ
して、全国からの見学者も受け入れてき
ました。
　この実験棟での活動は、理科系学部に
属する教員と実験に詳しい知識を持つ技
術職員の手で支えられてきました。その

活 動 の 様 子 は、1999 年 か ら「BEEBER」
と名付けられた冊子で紹介してきまし
た。この冊子はいったん休刊し、2011
年度からカラー版で復活しました。本誌
は通算 12 号、リニューアルしてからは
5 号目の発行です。本誌を通して基礎教
育実験棟での活動を知っていただきたい
と存じます。また、この設備が「自然科
学を楽しく学べる場所」として、さらに
いっそう効果的に利用できますよう、皆
様のご支援とご協力をいただけるとうれ
しく思います。

基礎教育実験棟へようこそ

基礎教育実験棟施設運営委員会委員長
大学院理学研究科／理学部地球学科　教授 

益田　晴恵

　生物学実験でのパソコン利用というと、実験データの統計処理やシミュレー

ション等が思い浮かぶと思いますが、おそらく最も利用されているのは遺伝子

データベースの検索です。これまでに世界中の研究者が決定したさまざまな生

物由来の遺伝子の DNA 塩基配列やタンパク質のアミノ酸配列は、データベー

ス（日本の DDBJ、アメリカの GenBank、ヨーロッパの EMBL）に登録されてお

り、研究者に限らず誰もがどこからでも自由に利用することができます。さらに、

各遺伝子の情報は、機能、立体構造、発現組織、種内変異および疾患との関連

等さまざまな情報とリンクされており、遺伝子を出発点として多くの情報を簡

単に得ることができます。このようなデータベースを活用した解析は、in silico

解析あるいはバイオインフォマティクスと呼ばれ、今日の生物学の有効な解析

手法の一つとなっています。本実験ではその一端を体験することを目的として

いますが、要はインターネットを用いた情報収集です。「膨大な情報から有用な

情報を効率良く取得する」というスキルは実社会でも必要とされていますから、

本実験は意外と実用的な学生実験と言えるかもしれません。

（理）小柳

パソコンを使った実験紹介
～生物学実験編～

平成 15 年 4 月 14 日
ヒトゲノム解読完了の総理への報告

（http://www.kantei.go.jp/jp/koizumipho
to/2003/04/14genome.html）

遺伝子データベースサーチプログラムサイト
（http://blast.ncbi.nlm.nih.gov/Blast.cgi）

表紙の写真　生物学実験 ” 原生動物の生理 ” で生物試料としているゾウリムシ（Paramecium caudatum）〔× 400・生物学実験室で継代培養している〕
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水流による砂の流れ方や堆積の仕方から
地層を調べる循環式実験水路。

紫外可視分光光度計や赤外分光光度計
などの分光装置が配置された測定実験室。

BEEBER vol.12
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物理学実験室／基礎物理学実験Ⅱ
（レーザー）

化学実験室／基礎化学実験Ⅰ
（アスピリン錠剤からアセチルサリチル酸の抽出）

　今私たちの毎日の生活に欠かせない携
帯電話やスマホ・パソコンなどで行われ
ている情報通信から音楽や映像を楽しむ
CD・DVD まで、またコピー機、精密計測・
加工にもレーザーが使われています。さ
らには極低温の実現によるボーズ凝縮研
究におけるレーザー冷却技術、超高温・
超高密度で達成されるレーザー核融合な
どの最先端研究でもレーザーが主役であ
り、現在レーザーが活躍する場は実に広
範囲です。私が学生だった前世紀中ごろ
までは、レーザーの開発自身が最先端の
研究課題であったことを顧みるとまさに
隔世の感があります。
　この実験テーマは、レーザー発振の原
理・基礎を理解することに主眼が置かれ
ています。レーザー現象は光共振器（向
かい合った鏡）の中におかれた媒質中に
用意された多数個の同一電子準位を励起

して、そこから元の励起されていない状
態に誘導して一斉に光を出させる機構 “ 誘
導放射 ” から生じる強烈な光束の放出です
が、これはいわば光の「つれ持って行こ
ら」（和歌山県の方言で、「一緒に行こう！」
の意）状態で、波長・位相と進む方向が揃っ
た強力な光波が出てきます。
　実験装置では、レーザーを構成する光
学素子が組み立て式となっていて、レー
ザー現象の素過程を共振器が無い状態か
ら、共振器を組み立てた状態へと移して
いき、レーザー発振することが検証で
きます。この実験で扱う “ 発振波長 ” は
1µm の赤外線で目には見えませんので、
それを検出する工夫も用いられていま
す。最後に、レーザー光を特殊な結晶（非
線形光学結晶）に通して 2 倍の高調波を
発生（SHG：発振波長の 1/2 波長の光発
生）させる実験も行います。ここではな

んと、入れた光のエネルギー（赤外線）
が 2 倍（緑色光）となって出てきます。

（理・特任）唐沢
おの

　学部１及び２回生を対象とした基礎化
学実験Ⅰは、陽イオンの定性分析実験、
有機化合物の合成と抽出に係る実験、物
理化学実験、そして原子スペクトル分析
実験 と幅広く勉強します。“ アスピリン
錠剤からアセチルサリチル酸の抽出 ” の
テーマは、実際に薬局で市販されている
解熱鎮痛剤の錠剤から、アセチルサリチ
ル酸を分離する実験です。有機実験で最
初の本格的な実験であり、基本的な操作

である抽出、蒸留、吸引ろ過、そして再
結晶の各操作を一つのテーマで学ぶ事が
出来ます。
　具体的には、砕いたアスピリン錠剤を
エタノール中で沸騰するまで加熱しま
す。吸引ろ過により錠剤のデンプンやセ
ルロース成分を分離し、蒸留装置を用い
てろ液中のエタノールを除去します。析
出したアセチルサリチル酸の結晶に、水
を加えて加熱溶解させ、再度室温で再結

晶化し、続く吸引ろ過により綺麗な結晶
を集めます。引き続きアセチルサリチル
酸に水酸化ナトリウム水溶液を加え加水
分解し、サリチル酸の結晶を得ます。両
者の化学構造の違いを、塩化鉄試薬によ
る定性試験で、色の変化を観察し比較・
考察します。本テーマが有機実験の面白
さを知る、最初の機会になっていれば幸
いです。

( 理 ) 西川

写真 1: レーザー発振組み立て装置（全体）

写真 2：SHG（2 倍の高調波：緑色光）の発生

写真 ３：湯浴を用いて加熱し、錠剤
からアセチルサリチル酸を抽出

写真４：蒸留装置を用いてエタノー
ルを留去

写真５：吸引ろ過によりアセチルサ
リチル酸の結晶を集める

写真 6：塩化鉄試薬による定性試験 ( 左
からアセチルサリチル酸、サリチル
酸、溶媒のみ )
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生物学実験室 /生物学実験Ａ
（酵素化学実験 )

地球学実験室／地球学実験 A
（緯度・経度・地球の大きさおよび地球の磁場）

　生物は、動物や植物あるいは微生物な
ど極めて多様な種類が存在します。ま
た、単細胞生物や多細胞生物など大きさ
や形も様々で、大変複雑です。このため、
様々な角度から生物を理解することが求
められます。生物学実験では、生物の個
体や細胞レベルあるいは分子レベルで実
際に生物を理解するとともに、生物に関
わる実験に必要な基礎を身につけること
を目的としています。生物学実験 A では、

動物や植物の個体レベルでの形や成長の
観察、細胞レベルでの形態やその動態の
観察、生物を構成する成分の分離や分析
あるいは機能の解析を行います。これら
のなかで、「酵素化学実験」を課題とす
る生物学実験では、生物が生きていくた
めに必要不可欠な生体内の様々な化学反
応を引き起すもとになっている酵素を対
象に、その機能や構造を明らかにする実
験を行います。様々な酵素を用いた実験

を通じて、酵素の基本的な特徴や性質の
違いを理解するとともに、酵素や酵素を
介した反応によってできあがる物質の分
離や分析の方法あるいはその原理を学び
ます。また、生命現象の仕組みを理解す
るためのみならず、我々の生活にとって
も酵素が重要な役割を果たしていること
を合わせて学びます。 

 　　　　　　　　　　　　　（理）伊藤

　地球のことを学ぶにあたって、「位置」
や「方向」を決めることは、もっとも基
本的な項目です。また、測定装置を用い
る時には、どこまで正しく測定できてい
るかを知ることも大切なことです。
　これらを理解するために、携行型 GPS
計（Global Positioning System、以降 GPS
計）と簡易トランシットを用いて、緯度・
経度から求めた距離と実測した距離の比
較および偏角の測定を行っています。
　1 回目のタイトルは「緯度・経度　地
球の大きさ」です。はじめに、緯度・経
度を地球中心の座標系としてとらえるこ
とや GPS の原理を説明します。測定では、
GPS 計を使って同じ地点で何度も緯度・
経度を測定し測定値がどれくらいばら
つくかを知ります。次に、すべての GPS
計を同じ場所にあつめ、測定器によって
値がどれくらい異なるかも知ります（写
真１0）。最後に、約 70 ｍ離れた 2 カ所

に打ってあるマークの位置を GPS 計で
測定し、また、この間の距離をメジャー
でも測っておきます。後は（ちょっと面
倒な）室内作業です。緯度・経度から２
点の距離を計算で求め、メジャーでの測
定値と比較します。
　2 回目の実験タイトルは「北・北・北」
です。北には、地図の北にあたる「真北」
と磁石から決まる「磁北」があります。
実験に先立ち、地球の磁場について、そ
の分布、成因、どのようにして昔の地磁

気の方向を知るかを説明します。次に測
定です。約 200 ｍの測線を設置し、こ
の方向を簡易トランシットで測り（写真
11）、磁北を基準とする方向を求めます。
さらに、測線の両端の緯度・経度を GPS
計で測り、真北からの角度を求めます。
これら二つの差から偏角が求まります。

（理）山口

写真 7：実験に用いる試薬を調整しているところ 写真 8：酵素反応開始

写真 10：すべての GPS 計を同じ場所に集め計測中

写真 9：電気泳動の操作中

写真 11：簡易トランシットで測定中
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地球学実験

受講生の実験ノー
ト

「基礎化学実験Ⅱ
」

受講生たちが調製
した試料

「基礎物理学実験
Ⅱ」

受講生の声
「実験で知る自然

の世界」

受講生の声

BEEBER vol.12
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理学部物理学科２回生
橋本　将史さん
　物理学実験Ⅱは、物理学実験Ⅰと比べてより発展させたテー

マを、より高度な機械を用いて行います。扱うテーマは、原子

スペクトルや熱放射など、 他の授業で並行して学んでいたり、

今後学ぶ伏線となる内容が多くありますが、実際に体験するこ

とにより、深く理解できているように思います。操作 一つに

も誤差を減らす工夫があり、感心することがあります。

　さて、座学の授業では成功することばかりを学びますが、実

験では理論と結果が一致するとは限りません。紙の上の勉強だ

けでは分からないことが多くあります。例えば、光速度を測定

する実験があるのですが、私の実験では実験値が光速を超えて

しまいました。それは失敗ではなく、そのやり方では " 正しい "

のです。その原因には、実験器具の特性を含めた物理現象が隠

れていました。また、理論や解析方法に対して批判的にならね

ばなりません。そのような誤差の原因を考えるのも、物理学実

験における一つの醍醐味だと思います。このように、物事の理

を体感できる授業なので是非とも受講してみませんか。 

商学部３回生
桑名　雄大さん
　僕は文系ですが後期は理系並みにかなり授業を入れていまし

た。今まで授業をサボっていたからです。その中で「実験で知

る自然の世界」を履修したのは「毛色」の違う授業をとってみ

たいと思ったからです。ただでさえ授業はパンパンなのにすべ

て座学を取るのはまっぴらごめんでした。そもそもの大学の役

割の一つに一般教養があるとするなら、もっと学生の知的好奇

心を育む授業も必要だと前から思っていました。実際にこの授

業は実験を中心とした目新しくてワクワクするような授業が多

いです。オムニバスで教授陣も変わって飽きないし、フィール

ドワークやプログラミングなど大変刺激になり、学問に対する

見方が変わりました。

　化学実験で扱う化合物のなかには、鮮やかに色が変わるものがあります。

視覚的な情報を通して実験中に起こった現象に対する理解を深め、さらに

化学の楽しさに触れることができます。

　「遷移金属錯体の合成」遷移金属錯体を合成し、溶液中での安定度や配

位子交換速度について考察します。

ニッケル錯体の合成

鶏の上腕骨のスケッチ

チオシアナト金属錯体の合成を通じて
配位子交換について学んでいます

調製した BTB 水溶液（左）とその吸収スペクトル（右）
目視による観察とデータを比較して、溶液の色が pH によって変化する現象につ
いて考察します

　「吸収スペクトル」pH の異なるブロモチモールブルー（BTB）水溶液に

対する吸収スペクトル測定から、光の吸収と色の関係について学びます。星砂（有孔虫）のスケッチ



7

「地球で起こる変動を再現する実験」

大学院理学研究科／理学部地球学科　准教授 

柵山　徹也
　地球、殊に足下に広がる固体地球内部は、私たちの生きる時
間・空間スケールを超越したスケールで動いており、天変地異
でもない限り地球内部の営みについて思いを馳せることはない
でしょう。そんな地球を研究対象にしていると、子供たちに研
究内容や意義を説明するのにいつも難儀します。そこで、私
たちが普段慣れ親しんだ材料を用いて、模式的に地球内部で起
こっていると考えられる様々な現象を目の前で再現し、実際に
地球内部で起きていることを想像する糧にするための実験を行
うことがあります。
　例えばコーラとラムネを使った噴火実験です。コーラの入っ
た 2 リットルペットボトルにラムネを 10 粒ほど落とすと、ラ
ムネの表面で急激な炭酸の発泡が起こり、ペットボトル内の圧
力が急激に高まります。そしてペットボトルの口から勢いよく、
数ｍの高さまでコーラが吹き出します（図 1）。これは地下数
km にあるマグマ溜まり内のマグマが爆発的に噴出するメカニ
ズムによく似ています。マグマには水が溶け込んでおり、それ
がマグマから気化することでマグマだまりの圧力が増加し、周
囲の岩石がその圧力に耐えきれなくなると爆発的な噴火が起こ
ると考えられています。
　また、ゼリーと油を使ったマグマ貫入・噴火実験もあります

（図 2）。約 20cm 四方のタッパーいっぱいにゼリーを作り、そ
の底面から油（食紅で赤く色を付けてある）を注入すると、ゼ
リーよりも密度の小さい油はゼリー内を割れ目を作りながら

（岩脈に相当）上昇し、ゼリー上面からプチュッ！と噴出します。
ゼリーの入ったタッパーを一方向に圧縮した状態で、油を注入
すると、必ず圧縮している方向に伸びた方向に割れ目が入りま
す。この実験は火山の火口の分布を説明するために行いました。
油がつくる割れ目が一方向に偏るのは、空間を広げるために最
も容易な方向（最小圧縮軸方向）に割れ目ができるためです。
富士山には、北西―南東方向に幾つもの小さい噴火口が偏って
分布しています。これは富士山の下の地殻に北西―南東方向の
力が加わっていることが原因の一つと考えられており、この実
験はそれを再現したものです。
　少し手のかかる実験としては、ロウソクのロウ（パラフィン）
を使った、プレート運動再現実験を行ったことがあります（図
3）。奥行き 5cm、横 1m、高さ 30cm 程度の薄くて長い水槽いっ
ぱいにロウを入れて、底をヒーターで温めます。やがてロウは
全て融解し、液体のロウで水槽が満たされます。次に、上面を
冷気にさらしてロウを冷やすと，上面がうっすら固まり、ロウ
の板（プレート）が液体のロウの上に浮いた状態になります。
これは地球に例えると、流動的なマントルの上に重くて硬いプ
レートが浮いた状態と同じ状況です。ところが、実はこの実験
はこのままではいくら時間が経ってもプレートは浮いた状態の
ままでした。固体のロウは液体のそれよりも密度が高いにもか

かわらず、地球のようにプレートが沈み込まないのです。これ
には困りました。結局、人の手で（外力により）沈み込むきっ
かけを与えることでようやく沈み込みました。
　しかし、この実験は決して失敗だったわけではありません。
なぜかというと、惑星の中で地球だけで起きているプレート運
動が、どのようにして始まったのかという本質的な問いに対す
る答えを与えてくれるかもしれないからです。実は地球のプレー
ト運動がなぜ、どのようにして開始したのかというのは、よく
分かっていません。地球では約 40 億年前からプレート運動が始
まったと考えられていますが、正に沈み込みが始まった時の跡
はまだ見つかっていません。本当にプレートを沈みこませるに
は外力が必要なのか、もっと実験をしてみる必要があります。
　さて、実験で行き詰まったら今度は天然の試料からも何とか
解決策を見つけたいと思いました。プレートの沈み込み開始メ
カニズムを解き明かす一つのヒントを与えてくれるかもしれな
い場所が、実は伊豆諸島から小笠原付近の海底にあることが最
近わかってきました。そこには太平洋プレートが 5200 万年前
に沈み込み始めた時の岩石が残っているのです。40 億年前に
比べると「最近」の沈み込みですが、プレート沈み込み開始に
変わりありません。そこで、その岩石を取りこぼしなく採取
するために、2014 年、掘削船による研究航海が行われたので、
私も研究者の一人として参加して、試料を採取してきました。
そして、今まさにその試料を解析しています。
　複雑な天然の現象を理解するために、あえて単純化した実験
をすることで、その現象を支配する要因を整理することができ
ます。逆に、実験をすることで、分かっていないことを整理し、
再び天然の試料と向き合う、というのが面白いところで、研究
の醍醐味とも言えるでしょう。
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(1) コーラとラムネの噴火実験
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(3) ロウを用いたプレート沈み込み実験
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大阪市立大学理科セミナー
　基礎教育実験棟では高校生対象の授業や実習なども行ってい
ます。少人数クラスを構成して高校にはない充実した実験設備
を使うことで、また、実験で得られたデータの考察を深めるこ
とで、高度な科学体験ができます。
　今年度も大阪府立住吉高校、泉北高校、千里高校の 3 校の
高校生を対象に 8 月 25 日に、理科セミナーが開催されました。
参加人数は 163 名でした。実習は、以下の 5 つの題目と内容
で行われました。

１「LED の性質を調べよう」：これまでの照明の概念を変えた
LED について、その仕組みや基本的な性質を、さまざまな実験
を通して調べていきます。特に、低温での性質についても学び
ます。

２「身の回りにある色素の謎を探るー天然色素の単離とフェ
ノールフタレインの合成」：花や果実など自然界はさまざまな
色で彩られています。「ありえないもの」の代名詞であった青
いバラも現実のものになりました。ここでは，ぶどうの皮に含
まれる色素の単離やフェノールフタレインの合成実験を通し
て、色素の謎を探っていきます。

３「果物の香りを作ろう」：このテーマでは，皆さんの身近に
ある果物の香りをみなさんに実際に作っていただくと共に、
色々な香りのもとになっている香り分子を紹介します。実験で
はバナナ ( 酢酸イソペンチル ) の果物の香り成分を作ります。

４「遺伝子解析によるタンポポの雑種判定」：ポリメラーゼ連
鎖反応（PCR) と電気泳動を使った DNA 長の測定は、現代の遺
伝子解析に欠かせない技術です。身近な植物タンポポを材料に、
これらの技術の原理と実際の応用例について学習します。

５「偏光で見る自然」：身の回りにはいろいろな光があふれて
いますが、日常見ているのは一般的には無偏光です。偏光板を
通すと無偏光は偏光となります。偏光板を通して偏光でいろい
ろなものを見ると、日常見る光景と違った光景が見えます。こ
の授業では日常見 慣れている青空が偏光していることや、結
晶を透過してくる光が偏光していることを確かめます。方解石
を通して文字を見ると 二重に見えることは有名です。方解石
を通してみる二重文字と偏光との関係を確認し背景にある法則
を考えます。

（理）鐘本

LED の性質を調べよう 遺伝子解析によるタンポポの雑種判定

BEEBER vol.12
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　2015 年度のオープンキャンパスは 8 月 8 日 ( 土 ) ～ 9 日 ( 日 )
に開催されました。例年、基礎教育実験棟と 8 号館が理学部
と生活科学部のオープンキャンパス会場として利用されていま
す。幸い前年度のような台風の影響は無く天候に恵まれた 2 日
間となりました。恒例の理学部提供の体験入学では講義・実験・
見学を合わせて 16 題目が用意され、両日合わせて 590 名の参
加がありました。各実験室での催しとして、物理学分野から

「LED の性質を調べる」、化学分野から「ブドウなどの植物に含
まれる色素の不思議を探る！」「いろいろな色の人工イクラを

つくって見よう」「触媒の効果が目で見てわかる！化学発光と
その応用」「果物の香りをつくろう！」「コバルトブルー？」「リ
ズムを刻む不思議な化学反応」「DNA の 2 重らせんをほどく」、
地球学分野から「偏光で観る鉱物・岩石の世界」「海底鉱物資
源－元素の濃縮過程と化学反応」「空から活断層を探そう」「地
球の磁場に親しんでみよう」が提供されました。その他、生物
学分野提供の研究室見学、数学分野提供の講義、また技術職員
提供の実験棟見学が行なわれました。

（理）水野

　生物学実験 S は教員免許状の取得に関わる実験科目の一つ
で、生物学を専門としていない学生が中学校の理科の教職を得
るために必修とされています。昔は教職むけ実験の履修希望者
が大変少なく、生物学については重複履修をしない前提で基礎
教育科目の実験と一体化された開講を行なっていました。しか
し資格取得に対する学生の意識の高まりを受け、最近になり履
修者が急増してきました。そのため 2011 年度に旧科目を廃し、
2012 年度から新科目として立ち上がったのがこの生物学実験
S です。制度上は理学部の提供科目ですが、実験科目としては
人数規模がやや大きいこと、生物学を専門としない学生のみが
受講すること、また複数の学部生を含むこと等をふまえ、引き
続き基礎教育実験棟を利用して授業を行なっています。
　実験科目の新設に関わるのは担当教員にとって久しぶりで、
1994 年の教養制から全学共通教育制への移行に伴うカリキュ
ラム改変以来でした。前述のとおり生物学実験 S は生物学を専
門としない学生を対象としており、どちらかといえば初学者向
けになるため、ともすると基礎教育科目との内容の違いが曖昧
になりがちです。しかし、基礎教育科目が学生に独り立ちした
学徒としての素養を身につけさせるための授業だとすれば、教
職科目の意義は学生自身のためというより、先生がたの卵を介
して中学校の教育現場に影響を与える授業だといえます。いわ

ゆる子どもの理科離れの問題ともからみ初等・中等教育におけ
る実験教育の重要さは論を待ちません。しかし現場の理科の先
生がたの仕事となると、その大変さは並大抵ではありません。
というのは、大学に比べて予算・人員・場所・時間の制約の大
きい条件のもと、自分の大学時代の専門とは縁遠いさまざまな
分野の材料を検討・準備し、生徒たちのために実習環境を整え
なければならないためです。こうした事情をふまえ、新科目の
立ち上げにあたっては、実習の経験を単に知識としてだけでは
なく将来の先生がたの持ち駒として、活用しやすい形にしたい
と考えました。　　
　時間数は法令上の最低限（1 単位、15 コマ相当）にすぎま
せんが、実習テーマは幅広い内容をバランス良く含むよう心が
け、なるべく特殊な設備に依存せず手近な材料でも応用がきき、
身近な自然環境や生物現象へと親しみの広がるものを選んでい
ます。2015 年度は 8 月 5 日 ( 水 ) ～ 12 日 ( 水 ) の日程で、ヒ
トの酵素反応、微生物の生理、脊椎動物の発生、昆虫の形態、
樹木の生態、植物の細胞、加えて顕微鏡の原理を学びました。
現在のところ夏期集中で開講されていますが、規定の時間割に
拘らずに授業計画を組める柔軟さと、他の学内行事との日程調
整の難しさの両面があり、一長一短というところです。

（理）水野

オープンキャンパス

生物学実験 Sの紹介

BEEBER vol.12
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学生実験の履修者数 (2015 年度 )

装置の停止・科目の閉講

全学共通科目＜実験＞

核磁気共鳴装置（NMR） 生物学実験 M

教職課程＜実験＞

科　目　名
開講日（曜日・時限）

履修者数
受講学科

前期 後期 必修 選択

入門物理学実験 金・3～4 45 HⅠ食 S低 数化生地，HⅠ環

基礎物理学実験Ⅰ
火・3～5 75 SⅠ物 TⅠ機都

木・3～5 74 TⅠ情 TⅠ機

火・3～5 50 TⅠ電 S低 数化生地，TⅠ建化，HⅠ環

基礎物理学実験Ⅱ
月・3～5 47 TⅡ電 SⅡ化，TⅡ情

月・3～5 38 SⅡ物 SⅡ数生地，TⅡ機

基礎化学実験Ⅰ

火・3～5 83 TⅠ化 TⅠ建

木・3～5 57 HⅠ食 TⅡ情，HⅠ環

火・3～5 82 S低 数物生地，TⅠ都

木・3～5 51 SⅠ化 SⅠ選，TⅡ機，TⅠ電

基礎化学実験Ⅱ
月・3～5 28 TⅡ化

月・3～5 49 SⅡ化

化学実験 木・3～4 37 HⅡ食

生物学実験A
木・3～4 85 S低 化，TⅡ機化都

金・3～4 70 SⅠ生 SⅠ地，S低 数物，TⅡ建

生物学実験B
木・3～4 84 TⅠ化，HⅠ食

金・3～4 71 TⅠ化，SⅠ生 SⅠ地，S低 数物化

生物学実験M 注１ 金・3～5 95 MⅠ医

地球学実験A 木・3～4 60 SⅠ地 S低 数物化生，TⅡ機

地球学実験B 木・3～4 61 SⅠ地 S低 数物化生，TⅡ建都

建設地学実習 月・4 26 TⅡ建都，HⅡ環

実験で知る自然の世界 水・3～4 7 全文，H人，M看

科　目　名
開講日（曜日・時限）

履修者数
前期 後期

物理学実験SA 火・3～5 7

物理学実験SB 月・3～5 2

化学実験S 月・3～5 5

化学実験S 月・3～5 8

生物学実験S 集中 33

地球学実験S 集中 24

（注 1） 「生物学実験 M」は医学部学舎で実施

NMR 測定の様子 消磁の様子 解剖実習風景

　基礎教育実験棟の運用が開始された 1994 年から、化学実験
で活用してきた超伝導 NMR 装置を 2 月 15 日に停止しました。
これまで実施してきた実験テーマは「核磁気共鳴 ( 基礎化学実
験 II 後期 )」、「DNA( 基礎化学実験 II 前期 )」、「DNA( 基礎物質
科学実験 )」、「アセチルサリチル酸の合成 ( 生物・化学実験 )」、

「機器分析 ( 化学実験 H)」。2 回生対象の化学実験を必修とする
学科の学生など、この 22 年間で約 3,050 人の受講生が NMR の
原理やスペクトルと分子構造の関係など NMR の基礎を学びま
した。

　生物学実験 M（基礎教育科目）は、医学部医学科 1 回生に
提供されている解剖実習です。医学を志す学生にとって、脊椎
動物の諸器官の基本構造・構造変化を系統的に理解することは、
人体の構造と機能を学ぶために必要なことです。また、解剖実
習をすることにより、知識だけでなく解剖器具の使い方や解剖
手技の修得・熟練についても身につけることができます。この
実習では、脊椎動物の進化に沿って、軟骨魚類（ホシザメ）・
両生類（ウシガエル：食用ガエル）・哺乳類（ラット）を 1 人
1 個体解剖し、それぞれ、
消化器系・泌尿器系・循
環器系・脳神経系の観察
を行います。このような
基本を体得することがで
きる科目ですが、今年度
で終了になりました。

BEEBER vol.12

ɹ࿥ه



11

基礎教育実験棟の施設利用
年　月　日 目　的 参加人数 場　所 主　催

2015 年 5 月 20 日
施設見学

（大阪市立高等学校工業科教員）
49名 201 室、308 室、401 室

大阪市立高等学校
教育研究会工業教育部会

2015 年 7 月 31 日 2015夏休み親子実験教室 87名 006 室、102室、301 室、401 室 研究支援課

2015 年 8 月 8 日、9 日
オープンキャンパス2015

理学部体験入学
のべ308名

004室、006室、007室、201室
401室、402室、406室

理学部

2015 年 8 月 8 日、9 日
オープンキャンパス2015
基礎教育実験棟 見学会

のべ307名
007室、201室、209室
301室、401室、406室

基礎教育実験棟技術職員

2015 年 8 月 21 日 大阪中学生サマー・セミナ― 30名 201室 大阪中学生ｻﾏ ・ーｾﾐﾅｰ推進協議会

2015 年 8 月 25 日 大阪市立大学理科セミナ― 200名 全 館 理学研究科・理学部

2015 年 9 月 10 日
施設見学、ミニ実験体験

（奈良県立奈良北高校）
約40名 401室、303室  理学部 化学科

2016 年 2 月 18 日 技術研修 10名 301室 研究支援課

2016 年 3 月 14 日 施設見学（東京大学・大阪大学） 6名 全館 研究支援課

オープンキャンパス 2015 で「基礎教育実験棟の見学会」を実施
　8/8・9 と、オープンキャンパスが開催されました。基礎教育実
験棟では両日とも午前・午後に各 1 回、各実験室の施設・設備や学
生実験・実習の紹介を行い、また、実際の学生実験・実習をアレン
ジしたいろいろなミニ実験も体験してもらいました。炎色反応やさ
まざまな形のスターリングエンジンや有精卵の胚発生や岩石標本な
どに、” すごい！ ” の声も多く聞かれました。どの参加者も私たち
の話を熱心に聞いてくれ、時には質問もしてくれました。参加人数
は、1 日目は 161 名、2 日目は 146 名でした。

「2015 夏休み親子実験教室」を実施
　7/31、基礎教育実験棟で「夏休み親子実験教室」を行いました。
464 件もの申込があり、抽選で選ばれた 39 組 87 名の小学生とその
保護者が実験教室に参加しました。
　実験「“ ヒヨコの赤ちゃん ” を見てみよう」ではニワトリの有精
卵を用い、普段は見ることのない卵の中で、胚がヒヨコに成長する
様子を観察しました。白衣に身をつつんだ小学生がピンセットで卵
の殻を慎重に取り除く姿や卵の中の様子を熱心に観察する親子の姿
が多く見られました。
　「実験室見学スタンプラリー」では基礎教育実験棟の各実験室を
ミニ実験（「液体窒素の実験」「オシロスコープを使った音の実験」
など）やクイズを交えて見学しました。
　当日の運営には、実験
棟担当のほか他部門担当
の技術職員、ボランティ
アの本学理学部生物学科
2 回生 8 名が加わり、活
気あふれる実験教室とな
り、盛況のうちに終了す
ることができました。

学外の科学イベントに実験出展
　8/22、梅田ハービス HALL において開催された「青少年のための
科学の祭典 - サイエンスフェスタ 2015-」に出展しました。出展テー
マは「魚のおなかを見てみよう！」、参加者は抽選で当選した 28
名とその保護者。1 人に 1 匹ずつ準備したマダイのお腹の中を観察
しました。魚のお腹の中にもヒトと同じように胃や腸、肝臓、心臓
があることや、エラの枚数や眼の中の水晶体なども確認できました。
　10/24・25、京セラドーム大阪 スカイホールにおいて開催された

「化学の日子ども化学実験ショー 2015」に出展しました。出展テー
マは「シャボン玉で遊ぼう！シャボン玉って何色？」、2 日間で約
340 名の子ども達が参加しました。子どもたちにとって身近な遊び
である「シャボン玉」の色の変化をじっくりと観察することで、そ
の意外性や科学現象のおもしろさを体験してもらいました。

「平成 27 年度 技術職員 技術研修 II( 部門別研修 )」を実施
　2/18、基礎教育実験棟 301 室にて実験教育部門の技術研修を行
いました。技術職員による技術報告のあと、大阪市立生野工業高校
の山田善春先生に「リベラルアーツとしての自然科学」という題目
でご講演いただきました。
　演示実験をまじえた実験教材開発のお話や市民のための自然科学
教育の重要性、科学教育の可能性などについてうかがいました。

研修会等への参加
理・工・農学系の各学生実験室見学会　9/9（東京大学本郷キャンパス）
労働安全衛生法に基づく職場巡視研修　11/10（学内） 
平成 27 年度 技術職員　技術研修Ⅱ（部門別研修）2/18（学内）
平成 27 年度実験・実習技術研究会 in 西京　3/3 ～ 4（山口大学）
基礎教育実験棟各実験室見学と情報交換会　3/14（学内）
学生実験室等見学と情報交換会　3/15（大阪大学豊中キャンパス）

　技術職員（宮田・山田・鳥丸・福永・山本・宇田・吉村）は本学 大学運営本部 研究支援課に所属し、主に全学共通科
目の実験・実習、および基礎教育実験棟実験室への技術支援をしています。研修等に参加して技術の習得や向上などにつ
とめるとともに、実験・実習への技術支援の実績を活かし、地域貢献・社会貢献に関する活動も行っています。

実験棟技術職員の活動

発行：基礎教育科目 ( 実験 ) 教科会議・基礎教育実験棟施設運営委員会　
編集：（理学研究科 ) 益田晴恵・矢野英雄・森本善樹・水野寿朗・山口覚　( 研究支援課 ) 宮田則也・山田裕子・鳥丸博・福永由紀・山本聡美・宇田英雄・吉村求
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実験室やフィールドで撮影した写真を集めました。
いったいなんでしょうか？

大 阪 市 立 大 学  基 礎 教 育 実 験 棟  情 報 発 信 誌
BEEBER vol.12　(2016 年 3 月発行 )

〒 558-8585 大阪市住吉区杉本 3-3-138　E-Mail: www_beeb@mae.osaka-cu.ac.jp
URL　http://www.osaka-cu.ac.jp/ja/academics/institution/bee
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写真の答え　　①2次元格子の回折模様　②アスピリンの結晶　③タマムシ（ヤマトタマムシ）の鞘翅〔構造色〕　④アサリの入水管と出水管　⑤NMR装置の心臓部　
⑥アルゴンプラズマ　⑦プリズム分光の蛍光灯のスペクトル　⑧バルマー放電管　⑨アンモナイトの化石




